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クモとの出会い（1938-40）
 東京高等師範学校理科第三部入学

 第１学年＝全寮制（クラブ「国際協会」）

 夏休みに自宅（埼玉県騎西町）でクモ採集

 担任・岡田弥一郎に高島春雄を紹介され、
高島から植村利夫（小学校訓導）を紹介さ
れた。週一回夕食後、液浸標本を持参し、
同定・話を伺う １９歳

 むさしの自然研究会に参加



富士山麓のクモ調べ（1940）
 岡田弥一郎の富士山麓の生物相調査

 山中湖畔の嶽東寮に２回宿泊

 植村俊夫に同定を依頼

 スケッチ、観察記録をつけ岡田に報告

 東京博物学会・総会で優秀論文として表
彰され、博物学雑誌38巻68号，39巻69号
に発表 ２１歳



Acta arachnol.Ⅴ巻（1940）
満州産の蜘蛛数種
・Sitticus sp. 幼
・コマチグモsp.幼
・アシナガグsp.モ幼
・アマムネグモsp.幼
・Larinia sp.幼
・カニグモsp.幼
・タイリクユウレイグモ
・ナカムラオニグモ
・オニグモ
・ヒメオニグモ
・ナガテオニグモ



日本産蜘蛛類図説（1940-41）



みごとなスケッチである！



カラスゴミグモ、ヤサガタアシナガグモ、アシブトハエトリ、シラヒゲハエト
リ、デーニッツハエトリ、マミジロハエトリ



カバキコマチグモ、ヤミイロカニグモ、コシロカネグモ、スジブトハシリグモ、ツユ
グモ、アシダカグモ



アシナガカニグモ、コハナグモ、ガザミグモ、フノジグモ



パラオ諸島 研修旅行（1940末）
パラオ諸島（現ベラウ共和国）へ旅行

３年間（月２円）の積み立て100円を元にした
（理科３部のクラスのＷ君、クラスは16名）
日本郵船の船で積荷と一緒に往復

昭和15年暮れ出航、昭和16年1月に帰国
実習室で収集品の展示会・報告会を行った

セキグチヤケヤスデ Orthomorpha sekiduchii
TAKAKUWA と命名されたヤスデを採集



勤労動員と卒業研究（1941）
 昭和16年4月東京文理科大学に入学
 昭和16年6月長野県菅平に勤労奉仕＝
ジャガイモ畑作り ２２歳

 大学３年を２年半に短縮

 卒業研究担当を高島より丘英通に頼んだ
と知らされる

 丘と相談し、クモの実験発生学に決め、材
料にアシダカグモを選ぶ



アカテガニの形態：解剖図（1941）



「アシダカグモの生活史」1943
1943年の8巻3号より
関口晃一「アシダカグモ
の生活史に就いて」が
連載される。２４歳
緒言に“不満な点が少なく
ないが、然し筆者にとって
はこの研究の続け得る日
数もあと幾ばくもないと考え
られるので、不備は承知で
現在までの結果を報告して
おきたいと思う。”とある。



1943年の写真 髪を切る前と切った後



卵から糸へ（1946）
 昭和17年には戦争で伊豆へ採集も行け
ない ２６～２７歳

 大学周辺の廃屋にオニグモの網があっ
た

 糸と網のできる仕組みの研究に変更

 解剖し染色し、出糸腺を識別するのは
困難をきわめた

 ホフマン論文にオニグモの糸腺が5種類



鞭状腺の発見

 ホフマンは出糸管を
６種類発見したが、
出糸腺を５種類と判
断した＝１：集合腺，
３：瓶状腺,4：管状腺,5：
梨状腺,６：ブドウ状腺

 鞭状腺 glandula 
flageriformis と命
名（図の２）

 1952年に正式発表



クモの出糸管（1952）

 出糸管は成体オスに無く、
亜成体にある

 出糸腺も減ってしまう
（1：集合＝粘球，2：鞭状=横糸,3：瓶状＝引
き糸・枠糸,4：管状＝卵のう内壁､5：梨状
＝付着盤,6：ブドウ状＝卵のう外壁）

 「成長に伴う出糸腺の消
長と生態」自然の流れは
実にすばらしいしくみ



糸腺と出糸管に関する欧文論文

 On a New Spinning Gland Found in Geometric 
Spiders and its Functions

 1952,Annot.Zool.Jap.,(25):394-399.
 Differences in the Spinning Organs between 

Male and Female Adult Spiders.
 1955, Sc.Rep.T.K.D.Sect.B.,8(116):23-32.
 The Spinning Organs in Sub-adult Geometric 

Spiders and their Changes Accompanying the 
Last Moulting.

 1955,Sc.Rep.T.K.D.Sect.B.,8(117):34-40. 



クモの卵は油の中でも生きていた

 グリセリンに入れたクモの卵が数日後、
発生を進めていた

 流動パラフィン、シリコンオイル、植物
油、動物油でもよい

 ヘロルド（1824）、ホルム（1940）ほか、
19世紀初めにもこの性質を利用した研
究が行われていた



遠心処理による重複胚の形成

 オニグモ卵を使う（他のクモでは必ずしも重
複胚にならない）

 遠心処理により、卵塊表面に複数の胚が形
成された

 クモ卵は発生の遅い時期まで調節能をもつ

 ホルム（1940）による実験発生の論文が送ら
れてきた

 Savoryの「Arachnida,2nd ed.」（1977）に人
工重複胚形成を掲載



Ｓａｖｏｒｙ「Ａｒａｃｈｎｉｄａ」より



「クモの生活」戦後初クモの本

 昭和27年（1952年）同和春秋社より発行
 昭和31年 再版 ３３歳

 印税なしだった

 ２０年ほど前（1985年ごろ？）『クモの生
活』の影響を受けたという人がクモ学会
の懇親会出席者（十数人）の過半数

 “大部分は私自身が自分の眼で見たこと、
自分の頭で考えたことだ”



初版です！









アシダカグモ





『クモの生活』掲載の新クモ図

 オニグモとジグモと巣

 シモングモとユカタヤ
マシログモ

 オオヒメグモ

 クモの体内器官

 ジョロウグモ

 コガネグモ

 アシナガグモ

 ウズグモの網

 マネキグモと網

 オナガグモ

 ミズグモ

 トタテグモとクモタケ

 キムラグモ

 ヒラタグモと巣

 コモリグモ（キクヅキ）



『クモの生活』の挿図（続き）

 ハシリグモ

 ワカバグモとハナグモ

 アリグモ

 ヨシイエハエトリグモ

 キハダエビグモとコキ
ハダカニグモ

 ヤマシログモ頭胸部
解剖図と糸

 オオヒメグモの産卵

 子グモの分散

 オオヒメグモ捕虫

 ドヨウオニグモ

 センショウグモ

 （全47図）



クモからカブトガニへ

 1956年、丘先生から「カブトガニの実験を手
伝ってくれる人はいませんか」と水を向けられ
たのがきっかけ ３７歳

 丘のカブトガニの実験発生学はフランス語

 人工授精法の確立（1962年）“オスの体液中
に泳ぐ精子を確認”“メスの卵にはできるだけ
早く精子の混じった体液をかける”

 『カブトガニの生物学』（1984年，1999年）
 『無脊椎動物の発生』（1983年，1988年）



教育普及活動

 1943年『自然観察の
方法とその実例』（福
井玉夫編）に「蜘蛛の
小実験」。それ以後、
普及誌に執筆多数

 アニマルライフ週刊動
物の大世界百科には
「アリグモ」から32篇

 『よくわかる生物Ⅰ』
（旺文社、1973年。西
田誠と共著）

 『よくわかる生物Ⅱ』
（旺文社、1974年。西
田誠と共著）

 『高等学校生物』（数
研、1984年）

 クモやカブトガニの映
画の監修



日本蜘蛛学会 会長

 1988年 69歳 日本蜘蛛学会 会長

 1992年 日本動物分類学会 会長

 日本蜘蛛学会 会長は1988年から1994
年まで２期６年間





忘れられない言葉・今後の課題

 「プロであるからには」・・・三輪知雄教授:
終戦に近いある晩

 「半年寝かせて」・・・入来重盛教授：「論文
ができたら」

 「最後のひと掻きに福あり」・・・高桑良興

 周囲の人が「自然を好きになり、自然観察
の楽しさに気付いてもらうこと」


